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Ⅰ．事業概要

１．事業の背景と目的

今日の医療現場においては、看護職のみならず、医師、コメディカル等、医療従事者全体の働き

方改革が喫緊の課題となっている。2024年 4月には、医師の働き方改革の一環として、時間外労働

規制が適用されることから、医師と協働している医療従事者の中でも、チーム医療のキーパーソン

である看護職の活動が医師の働き方改革に多大な影響を及ぼすと考えられている。そうした背景の

なかで、看護職がより専門性を発揮できる働き方の推進や看護サービスの質の向上を図るためには、

看護業務の効率化が必要である。

そこで、本事業では、看護業務の効率化によって生み出された時間を自己研鑽や、患者・利用者

への質の高い看護ケアの提供へとつなげ、またその過程で「時間外労働時間数の削減」などの看護

職の身体的・精神的な負担軽減の実現を目指して実施した。

２．事業内容

本事業では看護業務の効率化に資する医療機関等の取り組みを募集し、選考委員会を設置して先

進的な取り組みを選定し表彰した。好事例を積極的に周知するとともに、本事業で表彰された先進

的取り組みを他の医療機関等でも実施できるよう試行支援事業を行った。また、昨年度より都道府

県看護協会と連携し、地域における看護業務の効率化の普及を推進した。そして、5 年間実施した

本事業の評価を行い、今後は各施設で看護業務の効率化に取り組むことができるよう、「看護業務

効率化取り組みガイド」を作成した。

1）看護業務の効率化先進事例アワード 2023

・看護業務効率化に資する取り組みを公募し、優れた取り組みを選定し、表彰する。

2）看護業務の効率化試行支援事業       

・過年度の「看護業務効率化先進事例アワード」において表彰された取り組みと同様の取り

組みを試行する医療機関等を公募し、支援を行う。

3）都道府県看護協会と連携した看護業務の効率化推進事業

・地域の特性に応じた独自の看護業務の効率化事業の実施を支援する。

4）本事業の周知

・都道府県看護協会看護労働担当者会議での発表

・学会発表

5）5年間の本事業の評価

6）「看護業務効率化取り組みガイド」の作成
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３．実施体制

事業の実施にあたり、「看護業務の効率化・生産性向上のための支援策検討委員会」（選考委員会）

を設置した。

＜後援団体（13団体）＞

公益社団法人 日本医師会 公益社団法人 日本薬剤師会

公益社団法人 日本歯科医師会 公益社団法人 日本精神科病院協会

一般社団法人 日本医療法人協会 公益社団法人 全日本病院協会

一般社団法人 日本病院会 公益財団法人 日本訪問看護財団

チーム医療推進協議会 公益社団法人 全国老人福祉施設協議会

一般社団法人 全国訪問看護事業協会 認定看護管理者会

公益社団法人 全国老人保健施設協会

＜看護業務の効率化・生産性向上のための支援策検討委員会 委員＞

委員長 ： 尾形 裕也 九州大学 名誉教授

副委員長 ： 山本 恭子 公益社団法人広島県看護協会 会長

委員 ： 釜萢 敏 公益社団法人日本医師会 常任理事

（50音順） 神野 厚美 社会医療法人財団董仙会  常務理事

小坂 晶巳 社会医療法人財団慈泉会 相澤病院

副院長・看護部長

園田 孝志 一般社団法人日本病院会 副会長

竹下 康平 東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター

先端医療情報技術研究部 講師

任  和子 京都大学大学院 医学研究科

人間健康科学系専攻先端中核看護科学講座 教授

福島 通子 福島通子社会保険労務士事務所

特定社会保険労務士

柾谷 京子 公益社団法人青森県看護協会 会長

（オブザーバー 厚生労働省医政局看護課）

＜事務局＞

担当理事 ： 森内 みね子 公益社団法人日本看護協会 常任理事

事務局 ： 後藤 裕子 労働政策部 部長

小村 由香 労働政策部 看護労働課 課長

土屋 あゆみ 労働政策部 看護労働課

高橋 良成 労働政策部 看護労働課

島田 奈津美 労働政策部 看護労働課
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Ⅱ．事業内容

１．看護業務の効率化先進事例アワード 2023

1） 看護業務の効率化に資する先進的取り組みの収集

看護業務の効率化に資する先進的な取り組みを広く収集するため、2023年 6月 1日～7月 31

日に、看護職が勤務している医療機関・介護保険施設等を対象に、直近 3年以内に看護業務の

効率化において優れた成果・効果をあげ、医療・看護サービスの充実を実現した取り組みを募

集した。募集に際しては、日本看護協会公式ホームページ、日本看護協会機関紙「協会ニュー

ス」の他、都道府県看護協会、後援団体に協力を依頼し、ホームページやメーリングリスト等

で周知を行った。その結果、67 件の応募があった。（応募状況および応募内容については、資

料 2、資料 3参照）

昨年に引き続き、応募の段階で、自施設の取り組み内容について、「業務改善」、「タスク・シ

フト／シェア、多職種連携」、「AI・ICT 等技術の活用」、「その他の工夫」の各部門にエントリ

ーする形式を採用した。

   ＜部門ごとの応募件数＞

部門 件 割合

1．業務改善 29 43.3%

2．タスク・シフト／シェア、多職種連携 15 22.4%

3．AI・ICT等技術の活用 16 23.9%

4．その他の工夫 7 10.4%

合計 67

2） 看護業務の効率化に資する先進的取り組みの選定

看護業務の効率化・生産性向上のための支援策検討委員会委員から成る選考委員会を設置し、

応募書類から厳正に審査を行った。

（1）審査方法

① 選考委員による書面審査（8月 29日～9月 27日）

全選考委員 10名が、4つの観点（先進性・先駆性、成果、効果、普及のしやすさ）と総

合評価の 5項目を各 1～3点、15点満点とする得点評価を行った。

② 審査会の開催（9月 27日）

全委員の得点を合算し、総合得点をもとに審査、各賞の選考を行った。
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＜賞の種類＞（合計 10施設程度を選考）

賞 対象 方法

最優秀賞 先進的・先駆的な観点から、最も優れた取り組

み

総合評価得点が最も高い 1 施

設とする。

優秀賞 ①業務改善②タスク・シフト／シェア、多職種

連携③AI・ICT 等技術の活用④その他の工夫

各部門において、優れた業務効率化の取り組み

各部門の得点上位 4 施設程度

の中から選考する。

奨励賞 さらなる努力により今後の効果が期待される

取り組み
部門を問わず得点上位 20 施

設の中から選考する。
特別賞 独創的かつユニークな取り組み

（2）審査結果

審査の結果、以下の 10施設の受賞が決定した。

部門 受賞施設 タイトル

最優秀賞（1施設）

AI・ICT 等技

術の活用

学校法人聖路加国際大学

聖路加国際病院

スマートフォンを活用した妊婦への説明と情

報提供－業務の効率化と利便性の向上をめざ

して－

優秀賞（5施設）

業務改善

社会福祉法人恩賜財団

京都済生会病院

感染管理認定看護師が取り組んだ「汚物処理

改革のススメ」

社会医療法人畿内会

岡波総合病院
適切な感染対策と汚物処理業務の効率化

タスク・シフ

ト/シェア、多

職種連携

トヨタ自動車株式会社

トヨタ記念病院

薬剤関連の看護業務を効率化－薬剤師と看護

師が協働した取り組み－

AI・ICT 等技

術の活用

地方独立行政法人

大阪市民病院機構

大阪市立総合医療センター

医療情報部との連携及び ICT の活用でコロナ

禍の看護管理業務効率化を図る

その他の工夫 市立豊中病院
市全体で取り組む医療的ケア児への支援－市

立病院の立場から－

奨励賞（2施設）

業務改善
公益社団法人広島県看護協会

訪問看護ステーション

「使える」ICTの運用と「新たな」ICTの導入

で訪問看護ステーションの業務をもっと効率

化する！

AI・ICT 等技

術の活用

東日本電信電話株式会社

NTT東日本関東病院

患者情報連携ソリューション導入による業務

の効率化－病棟と内視鏡センターの連携－

特別賞（2施設）

その他の工夫 福井県立病院
新興感染症に対応可能な看護体制の構築－

SUB ICNを導入して－

AI・ICT 等技

術の活用

自治医科大学附属

さいたま医療センター

業務量調査から見えた業務負担とその改善策

－チーム活動を円滑にする通信機器の活用－
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3） 看護業務の効率化に資する先進的取り組みの表彰

2023 年 12 月 22 日に、ステーションコンファレンス東京において、「看護業務の効率化先進

事例アワード 2023」表彰式・事例報告会を開催した。なお、当日は会場には受賞施設と選考委

員等の関係者のみが参集し、表彰式・事例報告会の模様を配信するハイブリッド形式にて行い、

会場とオンラインを合わせて約 660名が参加した。

第一部の表彰式の後、第二部では、最優秀賞・優秀賞を受賞した 5施設の事例報告と試行支

援事業に参加した 1施設の実施状況の報告を行った。また、事例報告会ではチャットを通じて、

視聴者との質疑応答を行った。

表彰式・事例報告会の開催後、配信視聴者を対象に興味・関心のある看護業務効率化の取り

組みや受賞事例等についてアンケートを実施した。その結果、「多職種との連携、タスク・シフ

ト／シェア」「記録の効率化」「AI・ICT の活用」への関心が高いことが分かった（次頁参照）。

3 月上旬に「看護業務効率化先進事例収集・周知事業ポータルサイト（https://www.kango-

award.jp/）に、当日の表彰式・事例報告会の様子を収録したアーカイブ動画を公開した。

＜プログラム＞

受賞施設の代表者および本会高橋会長（前列中央）とプレゼンター（後列）による記念撮影

第一部 表彰式（13:30～14:15）

13:30～13:35 開会挨拶                日本看護協会会長 高橋弘枝

13:35～13:40 厚生労働省挨拶               厚生労働副大臣 濵地雅一

13:40～13:45 全体講評 看護業務の効率化・生産性向上のための支援策検討委員会委員長

／九州大学名誉教授 尾形裕也

13:45～14:15 受賞施設の表彰（表彰状・副賞の授与）

第二部 事例報告会（14:30～16：00）

14:30～15:30 事例発表 6施設    最優秀賞 1施設・優秀賞 5施設

15:30～15:40 試行実施状況の報告   試行支援事業参加 1施設

15:40～15:55 参加者との質疑応答

15:55～16:00 本事業の評価について        日本看護協会常任理事 森内みね子

16:00 閉会・解散
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＜参加者アンケート結果（一部：興味・関心のある分野（複数回答、回答数 355・回答率 59.8％）＞

記録の効率化（例：記録の標準化、音声入力など ICTの活用） 243件 68.5％

帳票類の整理（例：院内での帳票類の統一） 90件 25.4％

業務の標準化（例：手順やマニュアルの見直し、診療材料の整理等） 142件 40.0％

勤務体制の整備（例：他部署へのリリーフ体制の確立） 176件 49.6％

多職種との連携、タスク・シフト/シェア（例：特定行為研修修了者へのタ

スク・シフト）

255件 71.8％

AI・ICT の活用（例：記録やエコー画像の共有、AI による評価・リスク解

析）

240件 67.6％

ロボットなどを用いた作業の効率化（例：搬送ロボット、移乗リフト） 149件 42.0％

その他（上記以外） 4件 1.1％
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２．看護業務の効率化試行支援事業

先進的取り組みの周知普及策の 1 つとして、過年度の「看護業務の効率化 先進事例アワード」

で表彰された取り組みと同様の取り組みを行う施設等を受賞施設の担当者らが支援する「看護業務

の効率化試行支援事業」を実施した。

1） 実施期間：2023年 4 月 1日～2024年 1月 31日

2） 実施施設：医療法人 札幌麻生脳神経外科病院（2022年度より継続）

3） 試行した取り組み

看護記録に要する時間削減の効率化への取り組み―記録内容の標準化とリアルタイム記録

（2019 年度優秀賞受賞 県立広島病院）

4） 実施内容

・看護記録に要する時間が長く、時間外労働の原因となっており、個々の看護職員の記録量や

質の差異が大きかったため、看護記録の見直しを検討した。

・全ての看護記録を見直すのは試行期間の都合上難しいため、転倒転落看護計画および患者メ

モ機能に絞って運用を見直した。看護記録方法を変更した後はトライアル期間を設け、本格

的に導入した。

・試行支援施設とは異なる電子カルテシステムであり看護記録のセット展開機能がなかったが、

経過一覧表内の看護介入チェック項目を活用するなど代用できる機能を探し工夫した。

5） 支援内容

（1）日本看護協会からの支援

・先進的取り組みの試行実施にかかる費用の一部負担（上限 50万円）

（2）試行支援施設からの支援

・メール・電話等による相談・助言・指導

・施設見学

＜主なアドバイス＞

・看護記録の見直しについて、全病棟で統一して行うものと病棟の特性によって病棟ごと

に異なるものを区別して行う。

・主任級の看護師が中心となって取り組んだという実感も大切である。

・転倒転落看護計画の運用に関して、他職種からの評価も参考にしてはどうか。

6）支援による成果

客観的な数値による改善は見られなかったが、看護職員へのヒアリング調査にて、新しい

運用方法に慣れるために時間がかかるという意見があった一方で、患者メモの記録方法を統

一したことで転棟の際の転記作業が不要となり、作業量が減ったとの意見があった。今後も

変更後の看護記録の運用が軌道に乗るまで主任会が中心となって現場のサポートを継続する。
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３．都道府県看護協会と連携した看護業務の効率化推進事業

全国各地で看護業務の効率化の推進を図るため、2022 年度より地域の特性や実情に応じた独自

の事業を行う「都道府県看護協会 看護業務の効率化推進事業」を実施した。

1） 実施期間

2023年 6月 27日～2024年 2月 29日

2） 実施内容

（1）静岡県看護協会

事業名称 静岡県版看護業務効率化アワード 2023

目的・背景 2022 年度に実施した「静岡県内の労働環境に関する実態調査」で、看護業務の改善

等について施設ごとのさまざまな取り組みがあることが分かり、これらの取り組み

を県内で情報共有することで、さらなる看護業務の効率化や看護職の働く環境改善

につながっていくと判断した。そこで、看護業務の効率化に資する県内のより身近な

取り組みを募集し、発表・表彰することで自施設における看護業務効率化が推進され

るよう「静岡県版看護業務効率化アワード 2023」を開催することとした。

事業内容 ・2023 年 7月～9月末までの約 2カ月間にわたり県内の医療機関、介護保険施設、

訪問看護ステーション等に呼びかけ、効率化に資する取り組みを募集した。募集

にあたってはチラシを作成し、看護代表者会議での配布や、訪問看護ステーショ

ンへの送付等を行った。その他、県看護協会の機関誌やホームページ、個別の声

かけ等による周知を図ったことで 11件の応募があった。

・選考にあたっては、看護職のほか病院団体関係者、有識者などからなる選考委員

会を設けた。10 月・12月に委員会を開催し、最優秀賞 2件、優秀賞 3件、特別

賞 1件を決定し、県看護協会ホームページ等で公表した。

・2024 年 2月 3日に表彰式・報告会を開催した。開催にあたり、作成したチラシを

関係先に送付し、当日 61名の参加があった。開催当日は受賞施設を表彰すると

ともに口演での取り組み発表を実施。また、その他の応募施設の取り組みもポス

ターセッションによる発表の場を設けることで共有を図り、質疑応答では活発な

意見交換がなされた。参加者アンケートでは（回収率：83.6％）、アワード報告

会について 9割以上が「大変満足」または「満足」と回答した。また、取組に役

立つものがあったかについては「大変参考になるものがあった」39.2％、「一部

参考になるものがあった」54.9％であった。

成果・課題 ・年度途中の募集開始・周知であったが、11件の応募があり、業務効率化に対する

意識の高さがうかがえた。報告会では全ての応募取り組みを何らかの形で発表す

ることで、参加者の施設等で役立つ内容も多く、同じ課題を抱えている施設から

も参考になるとの感想が寄せられた。

・日本看護協会の看護業務の効率化評価指標をもとにした「静岡県看護協会選考基

準」により選考した。多領域の委員により、多様な視点からの評価ができた半

面、選考委員による評価のばらつきが大きく、今後の実施に向け、選考基準の標

準化を検討する必要がある。
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（2）福岡県看護協会

事業名称 看護業務の効率化に資する改善事例報告会

目的・背景 看護職が働き続けられる環境づくりのために、県内医療機関で取り組まれている改

善事例を把握し、報告会を開催することにより、他施設における看護業務効率化や働

き方改革推進の契機とし、看護の質の向上や課題解決につなげることを目的とする。

事業内容 ・福岡県看護協会の社会経済福祉委員会事業として、2023 年 5 月～6 月末まで県内

の医療機関 360 施設を対象に、自施設で取り組んでいる看護業務改善事例の実態

把握調査を実施した。122施設から回答があり、73施設から 90事例を収集した。

・収集した事例について、日本看護協会の「看護業務の効率化先進事例アワード」に

おける評価指標を用いて 4 事例を選考した上、委員会が該当施設に取り組み内容

の詳細をヒアリングした。10 月のヒアリング実施にあたり、聴取内容の統一や働

き方改革に関する法的な知識習得のため、事前に県医療勤務環境改善支援センタ

ーの社会保険労務士の講義を受けた。

・2024年 1月 28 日に 4施設の事例報告を含む「看護業務の改善事例報告会」を実施

した。参加者募集にあたっては、11 月より案内チラシを県内の施設へ郵送すると

ともに、県看護協会ホームページ等でも告知し、231名の申込があった。当日参加

者は 210 名で、参加者アンケートでは（回収率：49.5％）、満足度について「とて

も満足できた」38.8％、「満足できた」59.2％であった。また、自施設の業務改善

の参考になったかという問いは、「参考になった」64.1％、「まあまあ参考になっ

た」35.0％であった。

成果・課題 ・報告会は、定員 100 名を予定していたところ、231名の申し込みがあり、関心の高

さがうかがえた。当日のアンケート結果からは、自施設の業務改善の参考になった

という意見が多く、「もっと多くの施設の取り組みを聞き、意見交換をしたい」と

いった声もあった。さらに、取り組みの様子を見学したいと報告者にアプローチす

る施設もあり、施設間交流の機会にもなった。

・事例の選考にあたり、日本看護協会の看護業務の効率化評価指標を活用したこと

で偏りなく事例を選出することができた。また、取組内容のヒアリングを行う際

に、働き方改革に関する法的な知識不足が懸念されたが、社会保険労務士による講

義を実施し、事前にヒアリングや選考のポイントを整理することができた。

3） 総括

静岡県、福岡県いずれの看護協会とも、本会が提供する看護業務の効率化評価指標（資料 1

参照）を活用し、県内の看護業務効率化に資する取り組み事例を収集・選定し、表彰や発表の

場を設けることで看護業務の効率化や業務改善の推進を図った。本会が実施している「看護業

務の効率化先進事例アワード 2023」では、静岡県 1事例、福岡県 5事例の応募であったのに対

し、「静岡県版看護業務効率化アワード 2023」では 11事例、福岡県看護業務改善事例に関する

実態把握調査では 90事例を収集できた。2県協会のように自県内で同様の事業を実施すること

は、事例の応募がしやすい、身近な県内施設同士だからこそ発表の場などを通じた課題認識や

取り組みの共有がしやすいといったことがあり、看護業務効率化の裾野を広げる上で効果的で

あった。
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４．先進的な取り組みの周知

1） 紹介動画・事例集の作成

「看護業務効率化先進事例アワード 2023」の受賞施設（10施設）および試行支援事業の参加

施設（1施設）の取り組みについて、動画（1施設）および事例集（概要版・詳細版）を作成し、

2024 年 3 月「看護業務効率化先進事例収集・周知事業ポータルサイト」（https://www.kango-
award.jp/）に掲載した。

動画 最優秀賞：学校法人聖路加国際大学 聖路加国際病院

事例集

① 「看護業務の効率化先進事例アワード 2023」受賞 10施設

詳細版および概要版（詳細版の内容を A4サイズ 1ページ分にまとめたもの）

② 「看護業務の効率化試行支援事業」試行実施 1施設（詳細版）

2） その他の周知

本事業の周知については、「看護業務効率化先進事例収集・周知事業ポータルサイト」のほ

か、日本看護協会機関紙「協会ニュース」、日本看護協会の公式ホームページ、機関誌「看護」

臨時増刊号（2023年 6月）、関係団体のホームページでの掲載の他、「日本病院学会」（2023年

9月・宮城県）、「日本看護学会」（2023年 9月・大阪府）等において発表等を行った。
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５．事業評価

5年間の厚生労働省補助金事業が令和 5年（2023 年）度をもって終了することから、看護業務の

効率化・生産性向上のための支援策検討委員会を中心に、厚生労働省実施団体公募要領にある事業

評価の内容に沿って、事業の目的である先進的取組の周知および普及について評価を行うとともに、

評価をふまえ、今後の看護業務効率化の推進に向けて今後普及すべき「看護業務効率化の考え方」

について整理を行った。

1） 事業の評価について

実施団体公募要領の内容に沿って、以下の内容について指標となるデータを用いて、評価を

行った。事業の成果についてはプロセスとアウトカムに分けて整理した。

何を評価するか 公募要領の内容 指標となるデータ

（1）先進的な取組の選定に十

分な事例収集ができたか

・各事業の応募

実績

各事業の応募実績

（2）事業・取組の周知ができた

か

・本事業に関す

る認知度

2022 年看護業務効率化先進事例収集・周知

事業の認知度等に関するアンケート調査

2023 年病院看護実態調査

・事業成果（取組

成果）に関す

る認知度

表彰式の参加者数

2022 年アンケート調査

ポータルサイトアクセス数

（3）先進的な取組を普及でき

たか

試行支援事業の応募数（年別、取組内容ご

と）

（4）取組事例の成果はどのよ

うなものだったか

・取組成果

・定量的評価

試行支援事業で複数取組のあった事例の

うち、成果を数値で表せる取組について示

す

各項目の評価内容は、以下の通り。

（1） 先進的な取組の選定に十分な事例収集ができたか

①プロセス【事例収集（看護業務の効率化先進事例アワード募集）に関する取り組み】

■看護業務の効率化先進事例アワード（以下、アワード）開催、事例募集の周知

・チラシ、ポスターの作成、関係団体への配布

・日本看護協会公式ホームページ、「看護業務効率化先進事例収集・周知事業ポータルサイ

ト」（以下、ポータルサイト）、SNS への掲載

・機関紙「協会ニュース」、機関誌「看護」への掲載

・職能委員長会、看護管理者懇談会、認定看護管理者会のメーリングリストを活用

・後援団体を通じた周知（後援団体数：13団体）

（公社）全日本病院協会・（一社）日本医療法人協会・（一社）日本病院会

（公社）日本精神科病院協会・（公社）日本医師会・（公社）日本歯科医師会

（公社）日本薬剤師会・（公社）全国老人福祉施設協議会

（一社）全国訪問看護事業協会・（公社）全国老人保健施設協会

（公財）日本訪問看護財団・チーム医療推進協議会・認定看護管理者会
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※周知方法

・（一社）全国訪問看護事業協会：公式 HPにて周知

・（一社）日本病院会：関係者に周知

・都道府県看護協会を通じた周知（特に「都道府県看護協会 看護業務の効率化推進事業」  

において事例収集を行った都道府県看護協会に対しては、応募の呼びかけを依頼）

■個別の応募依頼

学会発表や雑誌等に掲載されている看護業務効率化の取組事例を検索し、アワード応募に

関する個別連絡（10～20 件／年）

②アウトカム

アワードの応募実績（資料 2参照）

③評価

・5 年間で 276件、年平均約 55 件の応募があり、応募内容も部門ごとに極端な偏りはなく、十分

な事例数の収集ができた。

・地域別に見ると 5年間で 40都道府県からの応募があった。しかし、上位 5 位までの 6県で総応

募数の約 45％（109件）を占めており、都道府県ごとの応募数は 5年間で最大 38件、最小 0件

と地域差は大きかった。2022 年度から実施した都道府県看護協会「看護業務の効率化推進事

業」では、「看護業務の効率化先進事例アワード」への応募件数が 5位以下の県においても事例

収集（1県当たり 3～15件）ができていた。

・施設種別で見ると、毎年 8割以上が病院からの応募であり、診療所や訪問看護ステーション、

介護施設からの応募は年度によって偏りが見られた。

（2） 事業・取組の周知ができたか

①プロセス

  ■事業に関する周知（アワード開催、表彰式の開催に関する周知も含む）

・チラシ、ポスターの作成、関係団体への配布

・日本看護協会公式ホームページ、SNS、看護業務効率化ポータルサイトへの掲載

・機関紙「協会ニュース」、機関誌「看護」への掲載

・職能委員長会、看護管理者懇談会、認定看護管理者会のメーリングリストを活用

・後援団体（後援団体数 13団体）を通じた周知

・都道府県看護協会を通じた周知（特に都道府県看護協会における看護業務効率化事業にお

いて事例収集を行った県に対しては、応募の呼びかけを依頼）
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■先進的取組の周知

・受賞式の開催

年度 参加者数 開催方式

2019 457名 会場参集

2020 673名 オンライン

2021 617名 会場参集＋オンライン

2022 678名 会場参集＋オンライン

2023 658名 会場参集＋オンライン

3,083名

・受賞事例の事例集および動画の作成、ポータルサイトへの掲載

・日本看護協会職能委員長会、看護管理者懇談会、認定看護管理者会のメーリングリストを

活用したポータルサイトへの事例掲載の周知

・都道府県看護協会看護業務効率化事業における事例報告会の開催

・依頼のあった雑誌等への取材先の紹介

・日本看護学会、日本病院学会等における事例発表

・機関誌「看護」臨時増刊号における特集（2020～2024 年 6月臨時増刊号）

②アウトカム

■アワードの認知度

（2022 年看護業務効率化先進事例収集・周知事業の認知度等に関する調査より）

○全体では、「知っている」「名前は聞いたことがある」が 68.8％だった。

      

○施設別でみると「病院」では 85.8％、「訪問看護ステーション」では 47.8％が「知って

いる」「名前は聞いたことがある」と回答した。

○職位別でみると「管理職」では 72％、「中間管理職」では 47.2％が「知っている」「名前は

聞いたことがある」と回答した。「スタッフ」でも 46.4％が「知っている」「名前は聞いた

ことがある」と回答した。
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■受賞事例数

■アワード 2019-2021受賞事例の認知度状況（複数回答:「知っている」ものをすべて選択 ）

（2022 年看護業務効率化先進事例収集・周知事業の認知度等に関する調査より）

■ポータルサイトの改修前後の比較

2022 年 11 月に、先進事例の更なる周知に向けて「看護業務効率化先進事例収集・周知事

業ポータルサイト」（https://kango-award.jp/）の大規模な改修を行った結果、ユーザー数

は約 3倍増加し、検索エンジンから流入するユーザー数は約 6.5倍増加した。

0 200 400 600 800 1000 1200

①ユニフォーム2色制

②看護記録時間削減

③看護クラーク一元管理

④手術室運営方法の確立

⑤ＩＣＴツール

⑥改善活動の推進

⑦退職者減少

⑧病棟薬剤師管理業務見直し

⑨入退院支援の活動

⑩小児集中治療室で取り組む

⑪音声入力で時間短縮

⑫訪問看護エコーによるアセスメント導入

⑬ウィズコロナICT促進

⑭看護記録革命

病院 訪問看護ステーション その他

n=1,604
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③評価

・周知・普及を目的として実施したアワードでは、5年間で 48事例を表彰した。表彰式・事

例報告会では、初年度は参集方式で開催し 450名以上、2020 年度以降はオンラインもしく

はハイブリッド方式で開催し、毎年 600 名以上が視聴し、総計 3,083 名が視聴した。事例

報告では、受賞施設の取り組みだけではなく、試行支援事業の成果についても報告し、ア

ワードおよび事例の周知に一定程度貢献したと考えられる。

・表彰式・事例報告会の協会ニュース記事に対する主な意見、感想として、事例の詳細が知

りたい、他病院の取組を自施設でも活かしたい、など前向きな意見が多く寄せられた。

・2019 年度からポータルサイトを開設し、事業および先進的取組の周知を行い、2022 年度

にはさらなる周知に向けて、検索システムの追加などの改修を行った。その評価として検

索数の推移や改修前後のアクセス数の比較を行う予定だったが、検索数のデータが取得で

きておらず、またデータ分析方法が改修前後で異なるため単純な数値比較はできなかった。

しかし、2022年 4月～11 月と 2023年の同期間のデータを確認したところ、総ユーザー数・

ページビュー数（表示回数）が約 3倍となった。2022 年と比べ、2023 年に検索エンジンか

ら流入したユーザー数が約 6倍に増加しており、検索エンジンでの検索にヒットしやすく

なったことや看護業務効率化に関心が高まっていることが要因と考えられる。

・その他、雑誌、学会等にて周知を行った。

・アワードに関する認知度について、2022 年看護業務効率化先進事例収集・周知事業の認知

度等に関する調査では、病院では約 8割、訪問看護ステーションにおいても約 5割と高く、

管理者だけでなく、スタッフまで認知が広がっていることがわかった。

＜2022年 4月～11月 ユーザー数：11,311＞

＜2023年 4月～11月 ユーザー数：33,041＞
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・受賞取組の認知度については、取組内容によって差があった。認知度の高い事例について

は、様々なメディアに多く取り上げられたことが要因と考えられ、その他の事例について

は各施設の課題に応じて関心がもたれていると考えられる。

・今後各施設の課題に応じた看護業務効率化の取組が推進されるよう、個別の事例の周知だ

けでなく、「看護業務効率化取り組みガイド」（以下、「ガイド」）を活用し、看護業務効率

化の考え方や取組方法等について周知を行うことが必要である。

・各施設が直面している課題は様々であることから、課題解決につながるよう好事例の周知

方法について検討が必要である。

（3） 先進的な取組を普及できたか

  ①プロセス【「看護業務の効率化試行支援事業」（以下、試行支援事業）の実施】

■事業参加施設の募集に関する周知

・日本看護協会公式ホームページ、SNS、ポータルサイトへの掲載

・認定看護管理者会のメーリングリストを活用

・都道府県看護協会を通じた周知

■実施内容

・受賞施設の担当者・有識者等による相談・助言

・実施に必要な費用（上限 50万円）の補助

■実施後の成果に関する周知

・ポータルサイトへの掲載

  ②アウトカム【試行支援事業の成果】

  ■実施件数の推移     

2020年度 2021 年度 2022 年度 計

実施件数 11 15 4 30

■取組別の実施数（2年度継続施設を含む）

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

業務改善

「ユニフォーム 2 色制」と「ポリバレントナース

育成」による持続可能な残業削減への取り組み
5 2

外来病棟一元化による勤務環境改善 1 1

排尿ケアチームの立ち上げ～患者の QOL 向上を

目指して～
1 1

看護記録に要する時間削減の効率化への取り組

み－記録内容の標準化とリアルタイム記録に焦

点を当てて－

2 1 2 1
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ICT ツール×ウエブ会議最大活用による業務効

率化への取り組み
1 1

タスク・シフト／

シェア、

多職種連携

病棟薬剤師との役割委譲・協働による病棟薬剤管

理業務の見直し
2

入退院支援の活動からつなぐ看護へ－外来での

スクリーニングを看護計画に直結させる－
4 2

AI・ICT 等技術の

活用

ウィズコロナで ICT 促進！～患者と家族をつな

ぐオンライン面会の取り組み～
2

ナースハッピープロジェクト（NHP）～音声入力

による記録時間の削減～
1 1 1

訪問看護におけるエコーによるアセスメント導

入と ICT を使った医師との連携
2 3

その他の

工夫

看護部働き方改革プロジェクト：「繁忙度表」を

活用した人員の采配と応援体制づくり
2

③評価

・試行支援事業を通じ、3 年間で 30 施設が受賞施設の支援を受けて、11 の選定した取組を

実施することができた。

・各施設の課題に応じた取組が重要であり、今後の普及に向けては「ガイド」を活用し、課

題解決に向けたプロセス等を周知していくことが有用であると考えられる。

（4） 取組事例の成果はどのようなものだったか

  ■2019～2022年度 アワード受賞施設取組成果（応募書類より）

施設が 5 段階リッカート法により評価した取組成果のうち、上位 3 つ（大変良い、良い、

少し良い）を取組成果ありと定義し、抽出した。選定した取組の成果については、1 つの取

組で複数の成果が得られるものや、複数の取組を組み合わせて成果が出ているものがあった。

     

  

【成果項目について】

2019～2020年度③労働環境向上は、2021年度以降は③有給休暇取得状況改善と④時間外業務時間削減に細分された。

【成果項目⑧その他の具体的内容について】

2021年度離職率の低下（2件）、専門的知識の向上など、2022 年度インシデント予防・減少（2件）、通勤時間の削減・感染症

対応に関する看護の質向上（2件）、看護ケア実践時間増加、他職種連携強化など多岐にわたる。
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  ■代表的事例の成果（数値）

試行支援事業において、複数の施設が試行した取組事例について、受賞施設における数値

的成果と試行施設における数値的成果を比較した。試行支援事業で実施した取組では、病院

の体制や前提条件が異なることから、取組んだすべての施設で同様の成果が得られたわけで

はないが、複数の施設において一定程度の成果が見られた。

   

2） 今後普及すべき「看護業務効率化の考え方」について

  1）の評価を踏まえ、今後も看護業務の効率化を推進する上で、普及すべき「看護業務効率化

の考え方」について整理を行った。

（1）検討の経緯

・2021年看護業務の効率化・生産性向上のための支援策検討委員会の下に設置した「看護業務

効率化・生産性の向上に関する本会方針検討ワーキンググループ」において、「看護におけ

る『業務の効率化』および『生産性』の定義・評価基準」について検討を行った。
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・2021年当時の検討においては、看護業務効率化に資するさまざまな取り組みが、どれも無駄

な業務時間の削減につながることを前提に議論がされていた。しかし、その後の応募事例や

試行支援事業の取組において、時間の削減にはつながらなくとも、患者負担の軽減やインシ

デント発生率の減少等の効果・成果が見られた取組もあったこと、「ムラ」にあてはまる、

組織内（看護職間、病棟間、事業所間等）における業務負担等の偏りが読み取れないこと等

が課題としてあげられた。これらのことから、補助金事業の最終年度における「ガイド」作

成にあたり、改めて委員会において看護業務効率化の考え方について、2021 年の検討内容お

よび 5年間の事業評価を踏まえ、検討を行った。

（2）考え方の整理

・今後限られた看護人材で、求められる役割を発揮し、看護の対象者一人一人に対し質の高い

ケアを提供するために看護業務効率化は不可欠であることから、看護業務効率化の目的につ

いては、「看護の質の維持」、および、「看護の専門性の更なる発揮および勤務環境改善を図る

こと（看護の質の向上）」とした。

・看護業務効率化の内容については、2021 年は「看護業務プロセスの中のムリ・ムダ・ムラを

見つけだし」と表現していた。同時に「時間あたりの生産性」に重きを置き看護業務効率化

の中間アウトカムである時間の削減が強調されていた。また、応募事例の中には効率化では

ない取組内容も含まれていたことから、看護職が看護業務効率化を理解しやすく、かつ看護

業務効率化に資するすべての取組が内包されるよう、看護業務効率化とは何かを新たに検討

し、見直した。

・さらに、これまで人を扱う看護において「生産性の向上」とは「看護の価値を高めること」

であると考え、「看護業務効率化・生産性の向上」の推進を掲げてきたが、「看護の価値」は

「生産性」という言葉では言い表しきれず、さらにその価値は複合的な要素で高まるため、

業務効率化の成果として客観的に評価することは難しい。そのため、「生産性の向上」という

言葉は使わないこととした。

■看護における業務効率化とは（「看護業務における『業務効率化』および『生産性』の定義・評価

基準」より）

『看護業務プロセスの中のムリ・ムダ・ムラを見つけだし、不要な業務そのもの、または、

業務に要する時間を削減し、生み出された時間をケアの受け手にとって価値のある時間に充

て、ケアの受け手の健康の保持増進、QOL の維持・向上、QOD の向上となること』
※看護における生産性とは看護職の労働力、他職種の労働力、物的資源、資本等を投入する

ことによって得られるケアの受け手の健康の保持増進、QOL の維持・向上、QOD の向上
の相対的な大きさ
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（3）今後、周知・普及を目指す看護業務効率化の考え方（下図参照）

看護業務効率化とは、看護の対象者一人一人に対し質の高いケアを提供するために、「看護の

質の向上を図り、看護の専門性の更なる発揮および勤務環境改善を図ること」を目的とし、看護

実践の場における業務のうち、非効率的な方法や手順で実施している業務や看護職員以外でも実

施可能な業務、組織内での業務負担の偏り等について、業務内容や方法、体制を見直し、効率的

な業務に改善することである。

看護業務の効率化を進めるにあたっては、①看護の専門性の視点、②倫理的な視点、③医療安

全の視点、④法律的・制度的な視点、⑤働きがいの視点を持ち、当該業務を効率化しても看護の

対象者に提供する看護の質が担保されることを前提とする。

看護業務効率化の目指すべき成果は、看護ケア内容の充実や、看護業務効率化によって生み出

された労働力や時間の活用による、看護の専門性の更なる発揮、看護職のモチベーションの維持・

向上、ワーク・ライフ・バランス（WLB）の取れた働き方の実現である。

                       

 
的

          
・ 効率的な看護業務
・他職種による     な業務
・   （看護職間、  間、 業 間
等） の業務  の り

         
・     、削減
・  ・     化、 業化
・      、 準化
・  化   化、  化

看護  の における業務の  、 効率的な   手    して る業務 看護職   も    な業務、
    の業務  の り等につ て、業務     、  を見 し、効率的に  すること

看護業務の効率化とは

・  化および  の  化による  ・ 護   の増大に対し、生産    の減 による  ・ 護
  の不    化
・  の働き   によって看護職に  られる   業務の増大   される

看護業務効率化  要となる  ・業務効率化の 要性

 られた看護   、  られる  を  し、看護の対      に対し の  ケアを  するた 
に看護業務効率化は不   ある

 
 

 
 
す
 
き
 
 

・看護ケア  の充 
・業務時間 業務 の削減によって
生み出された労働力 時間の  

看護の の向上を り、看護の  性の なる  および 務    を る

・看護の  性の なる  
・看護職の       の維持・向上
・   の れた働き の  

                
・看護の  性の  （  性の保持）
・  的な  （看護の対  に不   な ）
・    の  
・  的・  的な  
・働き  の  

図：今後、周知・普及を目指す看護業務効率化の考え方
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６. 看護業務効率化取り組みガイドの作成

今後もさらに多くの施設で看護業務の効率化の取り組みが進められるよう、「５．事業評価で整

理した看護業務効率化の考え方をふまえ、看護業務の効率化の目指す成果は看護の対象者への質の

高いケアの提供であることを念頭に「看護業務効率化取り組みガイド」を作成した。

「看護業務効率化取り組みガイド」は都道府県看護協会、都道府県行政の看護主管課、医療勤務

環境改善センター等関係団体に配付した。また、日本看護協会公式ホームページや「看護業務効率

化先進事例収集・周知事業ポータルサイト」にも PDF 版を掲載した。

＜「看護業務効率化取り組みガイド」構成・内容＞

項目 内容

はじめに

序章

いま、「看護業務効

率化」が求められ

る背景

1．現在の医療を取り巻く状況

1）人口動態の変化

2）医療提供体制の改革

3）医師の時間外労働の上限規制について

2．持続可能な看護提供体制の構築に向けて

1）看護職員の働き方改革

2）看護職員に求められる役割と専門性の更なる発揮

第 1章

看護業務効率化の

考え方

1．看護業務効率化の考え方

1）看護業務効率化とは―その目的と目指す成果

2）看護業務効率化で解決可能な課題

2．看護業務効率化の取り組みに必要な視点

第 2章

看護業務効率化の

取り組みプロセス

1．看護業務効率化に取り組む前に

1）看護組織のミッション／ビジョンの確認

2）取り組みによる看護の質向上、専門性の更なる発揮のイメージ形成

2．看護業務効率化の取り組みの流れ

1）現状の把握

2）看護業務に関する課題の抽出

3）取り組み内容の検討

4）体制整備・必要経費の確保

5）目標（値）の設定・取組計画の立案

6）取り組みの実施

7）取り組みの評価

8）評価後の取り組み

第 3章

看護業務効率化の

取り組み継続・発

展

1．看護業務効率化の継続・発展に向けて

1）定期的な評価・見直しの必要性

2）取り組みの継続のために

3）取り組みのさらなる発展に向けて

2．組織を超えた看護業務効率化の推進

資料 ・「看護業務の効率化先進事例アワード」受賞取り組み一覧

・参考ウェブサイト
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Ⅲ．資料

－ 22－



(1
)客

観
的

評
価

□
今

ま
で

よ
り

さ
ら

に
患

者
・
利

用
者

の
快

適
さ

と
安

楽
を

生
み

出
す

こ
と

に
貢

献
で

き
た

□
業

務
量

の
減

少
・削

減
□

今
ま

で
よ

り
さ

ら
に

患
者

・
利

用
者

の
願

い
を

き
き

出
し

、
実

現
す

る
こ

と
に

貢
献

で
き

た

1
□

1つ
の

業
務

に
要

す
る

時
間

の
短

縮
□

今
ま

で
よ

り
さ

ら
に

患
者

・
利

用
者

の
困

難
な

状
況

を
引

き
受

け
応

答
で

き
た

2
□

有
給

休
暇

取
得

状
況

の
改

善
□

今
ま

で
よ

り
さ

ら
に

患
者

・利
用

者
が

疾
患

・状
況

に
向

か
っ

て
い

く
た

め
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

に
貢

献
で

き
た

3
□

時
間

外
業

務
時

間
の

削
減

□
今

ま
で

よ
り

さ
ら

に
患

者
・利

用
者

の
満

足
度

が
向

上
し

た

□
費

用
の

削
減

□
看

護
職

の
人

員
配

置
を

最
適

化
で

き
た

□
そ

の
他

□
チ

ー
ム

連
携

が
向

上
し

た

1
□

看
護

職
の

満
足

度
が

向
上

し
た

□
看

護
職

の
身

体
的

負
担

の
軽

減
□

他
職

種
の

満
足

度
が

向
上

し
た

□
看

護
職

の
精

神
的

負
担

の
軽

減
□

そ
の

他

3
□

そ
の

他

4
そ

の
他

の
工

夫
例

）看
護

ク
ラ

ー
ク

の
一

元
管

理

□
取

り
組

み
方

法
が

理
解

が
し

や
す

い
（分

か
り

や
す

い
）

□
運

用
が

し
や

す
い

□
習

熟
の

た
め

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

し
や

す
い

□
費

用
が

か
か

ら
な

い

□
自

施
設

に
お

い
て

効
果

の
検

証
が

し
や

す
い

□
そ

の
他

３
．

普
及

の
し

や
す

さ

先
進

的
・先

駆
的

な
取

組
で

あ
る

取
り

組
み

内
容

(2
)主

観
的

評
価

業
務

改
善

（
部

署
内

、
事

業
所

内
で

業
務

改
善

に
貢

献
し

た
取

組
）

例
） 看

護
記

録
の

内
容

の
標

準
化

と
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

の
記

録

A
I、

IC
T
等

の
技

術
の

活
用

（施
設

、
事

業
所

全
体

で
の

導
入

で
、

効
率

化
に

寄
与

し
た

取
組

）
例

）記
録

業
務

で
音

声
入

力
機

能
を

活
用

タ
ス

ク
シ

フ
ト

/
シ

ェ
ア

、
多

職
種

連
携

例
）病

棟
薬

剤
師

と
の

役
割

委
譲

・協
働

※
タ

ス
ク

シ
フ

ト
：他

の
人

（職
種

）
に

業
務

を
委

譲
（移

譲
）
、

移
管

す
る

こ
と

　
 多

職
種

連
携

：
共

有
さ

れ
た

目
的

に
向

け
て

他
職

種
と

一
緒

に
働

く
こ

と

2

各
種

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
準

拠
し

て
い

る

医
療

安
全

が
損

な
わ

れ
て

い
な

い
（医

療
事

故
が

増
加

し
て

い
な

い
）

2
0
2
3
年

度
看

護
業

務
の

効
率

化
先

進
事

例
選

考
に

お
け

る
評

価
指

標

看
護

業
務

効
率

化
の

評
価

指
標

１
．

成
果

２
．

も
た

ら
さ

れ
た

効
果

前
提

資
料

1

－ 23－



看護業務の効率化先進事例アワード 2019～2023 募集結果

【表 1】応募総数

2019 2020 2021 2022 2023 合計

応募総数 57 56 44 52 67 276

【表 2】部門別

部門 2019 2020 2021 2022 2023

1．業務改善 27 24 16 19 29

2．タスク・シフト／シェア・多職種連携 19 16 8 16 15

3．AI・ICT等の技術の活用 17 18 12 12 16

4．その他の工夫 6 4 8 5 7

※2019、2020 年は複数選択、2021、2022 年は単一選択
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【表 3】施設種別

施設種別 2019 2020 2021 2022 2023 合計

1．病院 52 45 38 43 62 240

2．訪問看護ステーション 4 8 5 6 3 26

3．有床診療所 1 0 0 1 1 3

4．無床診療所 0 1 0 0 0 1

5．介護保険施設 0 0 1 1 1 3

6．その他 0 2 0 1 0 3

合計 57 56 44 52 67 276

【表 4】設置主体別

設置主体 2019 2020 2021 2022 2023 合計

1．厚生労働省（国立ハンセン病療養所等）※1 1 1 0 0 0 2

2．独立行政法人国立病院機構 2 2 0 0 0 4

3．国立大学法人 8 1 4 7 1 21

4．独立行政法人地域医療機能推進機構 1 1 0 0 1 3

5．都道府県・市町村 13 5 4 2 11 35

6．地方独立行政法人（公立大学法人を含む） 0 4 1 4 5 14

7．日本赤十字社 0 0 2 0 1 3

8．済生会 2 0 2 6 2 12

9．厚生農業協同組合連合会 0 2 1 0 0 3

10．社会保険関係団体 1 0 1 1 0 3

11．公益社団法人・公益財団法人 1 1 3 2 2 9

12．私立大学法人 5 0 3 4 6 18

13．医療法人（社会医療法人を含む） 12 18 15 9 24 78

14．社会医療法人財団 0 3 0 3 0 6

15．社会福祉法人 2 2 2 2 2 10

16．医療生協 0 4 0 0 0 4

17．会社 7 8 5 10 10 40

18．その他の法人 2 3 1 2 2 10

19．個人 0 1 0 0 0 1

合計 57 56 44 52 67 276
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※1 厚生労働省統計における病院設置者分野の「国立高度専門医療研究センター（国立がん研究センター、国立循環器研究

センター、国立精神・神経医療研究センター、国立国際医療研究センター、国立成育医療研究センター、国立長寿医療研究セ

ンター等）は、本会の標準化項目の中の「厚生労働省（国立ハンセン病療養所等）」に含まれる。

【表 5】病床規模別（病院）

病床規模 2019 2020 2021 2022 2023 合計

1．99床以下 3 3 1 1 3 11

2．100～199床 5 8 7 4 15 39

3．200～299床 6 8 5 4 8 31

4．300～399床 9 6 6 8 7 36

5．400～499床 7 9 10 6 5 37

6．500床以上 22 11 9 20 24 86

合計 52 45 38 43 62 240
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【表 6】都道府県別（●：2023年度初めて応募があった都道府県）

2

1

1

3

2

1

13

2

3

7

3

5

1

3

2

1

2

1

1

1

1

1

4

1

3

4

8

2

3

3

2

1

1

6

4

2

6

2

2

1

1

5

1

2

1

1

1

4

2

1

3

1

4

1

3

2

1

1

5

2

1

1

1

1

2

1

2

6

4

4

3

1

5

1

1

2

2

1

2

3

1

2

1

5

1

1

3

3

2

2

4

7

4

1

4

2

1

1

1

2

2

2

2

4

1

2

7

1

1

5

1

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（件）

●

●

●

●

●

－ 27－



1．業務改善部門（29件）
※各部門応募申込順

滋賀県 病院 業務量調査を業務改善につなげるツールの開発―適正な労務管理を目指して―

神奈川県 病院 目指せ！看護師と患者が安全に過ごせる職場環境

栃木県 病院 看護補助業務マニュアルの見直しとリリーフ体制の構築

茨城県 病院

高齢社会の看護を支えるSDGs 在宅褥瘡ケアひたちなかメソッド®

生活重視の在宅ケアを病院内に取り入れ、看護師の業務負担軽減かつ褥瘡発生率を低

減　患者・家族、看護師、褥瘡予防ともに Win Win Win

静岡県 病院 看護記録システムの精度管理と看護記録による超過勤務時間を減らすための取り組み

広島県 病院
病院全体で取り組んだユニフォームに関する運用改革～セルフ運用化でユニフォーム

に関する業務0時間！！～

滋賀県 病院 検査前問診・検査説明センターの設置による外来看護の強化と効率化

東京都 病院
グループウェア（MicrosoftTeamｓ）を用いた人的応援（リリーフ）システムの構築

により現場の状況に則したタイムリーで効果的な人的応援を実現した事例

広島県 病院 「受診支援ナース」配置による外来業務のスリム化と院内連携の強化

北海道 病院
電子カルテを効果的に活用する看護師の行動変容に向けた取り組みーリアルタイムで

の記録と情報確認の推進ー

広島県 病院
看護師と看護補助者のパートナーシップ・ナーシング・システムへの取り組み―安全

で効率的なケア提供を目指して―

京都府 病院 認知症患者の2泊3日方式大腿骨頸部骨折パス作成の検討

佐賀県 病院 バイタルサイン測定値入力の遅延時間短縮にむけた取り組み

北海道 病院 看護記録にかかる時間短縮、情報収集のしやすい看護記録の整備

北海道 病院 簡易膀胱エコー導入による尿留置カテーテル抜去の取り組み

岡山県 病院 プラチナナース短時間雇用による看護業務の効率化とケアの向上

広島県
訪問看護ステー

ション

「使える」ICTの運用と「新たな」ICTの導入で訪問看護ステーションの業務をもっと

効率化する！

兵庫県 病院 始業前業務（前残業）廃止への取り組み

福岡県 病院 看護記録委員会による看護ナビコンテンツ改訂作業の効率化

看護業務の効率化先進事例アワード2023　部門別応募取組一覧

施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル

資料3
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施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル

埼玉県 病院 看護記録業務の負担軽減を目指した取り組み

東京都 病院 「Booking　Day」導入による看護管理者の働き方改革

青森県
介護老人福祉施

設(特養)
マイクロファインバブル付きドーム型シャワ一導入で、更なる負担軽減

三重県 病院 適切な感染対策と汚物処理業務の効率化

三重県 病院 救急看護記録の見直しで業務の効率化を図る

埼玉県 病院
看護チームの連携協働の促進 ～看護補助者部会を活かした、看護業務の負担軽減のた

めの相互理解に向けた取り組み～

石川県 病院
看護現場から無駄を省く ―ペーパーレス化による労働環境改善とコスト削減への挑戦

―

京都府 病院 感染管理認定看護師が取り組んだ「汚物処理改革のススメ」

福岡県 病院 患者中心の看護の構築～チームナーシングへの業務改善～

兵庫県 病院 始業前残業の削減

石川県 病院
看護補助者を周術期チームの一員に！～看護補助者がもたらす手術室稼働率UPと看護

師時間外労働短縮Wの効果～

石川県 病院
院内急変対応チーム（RRT）を24時間体制に！～RRTが現場に出動することによる効

果～

神奈川県 病院
看護補助者へのタスクシフト/シェアとPNS体制推進による日勤看護体制変更による時

間外業務時間削減に向けた取り組み

石川県 病院 外来看護師から診療放射線技師へ業務のタスクシフト―MRI造影検査時の抜針から―

愛知県 病院 薬剤関連の看護業務を効率化ー薬剤師と看護師が協働した取り組みー

神奈川県 病院
看護師とメディカルソーシャルワーカーによるパートナー・ナーシング・システムを

活用した退院支援

高知県 病院 「院内副業制度」による職種を超えたタスクシェアの推進

沖縄県 病院 看護師から看護補助者へのタスクシフトによる看護業務の効率化

岐阜県 病院 医師事務作業補助者と医療事務職員と協働し、看護外来の活性化を目指す

２．タスク・シフト/シェア、多職種連携（15件）

施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル
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施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル

神奈川県 病院
～コロナ時代の弱みを強みに変えた看護業務～新人看護師が担う「入院ナイトサポー

ト」の効果

富山県 病院 地域ニーズに対応した多職種協働による産後ケアへの取り組み

福岡県 病院
e-nurse導入による看護業務の効率化・質の向上及びプラチナナースの活躍促進の実

現

福岡県 病院 コロナ禍での外来看護の質担保を目的とした放射線業務のタスクシフトの効果

東京都
訪問看護ステー

ション

障がい者雇用の促進によるタスクシフトの実践 ～看護職の業務負荷軽減と、多様性を

活かす組織を目指して～

奈良県 病院 アルバイトから始める外国人看護補助者の育成

青森県 病院 感染病棟における業務の効率化を考える～お掃除ロボット、アイパッドの活用～

茨城県 有床診療所 「有床診療所を中心としたまちづくり」の実現に向けた看護業務の効率化

愛媛県 病院 チームチャットによるコミュニケーション変革と多職種連携強化

広島県 病院
職員と患者の精神的・身体的負担軽減への取り組み～移乗サポートロボットHugを導

入して～

広島県 病院 「RPAで変わった！臨床現場のデータ処理」～多職種チーム（SOTT）の取り組み～

兵庫県 病院 「患者の睡眠を非接触で見える化できる」ICTを導入し看護業務の効率化を図る

福井県 病院
スマートポンプの警報情報をナースコールシステム及び看護師の携帯端末に可視化し

た取り組み

大阪府 病院 医療情報部との連携及びICTの活用でコロナ禍の看護管理業務効率化を図る

岡山県 病院 急性期病院における病室清掃管理システムの開発・導入によるDX化の取り組み

埼玉県 病院
早期店員にむけた業務効率化と効率的な転院調整の実施～GoogleDriveを利用した転

院の可視化～

広島県 病院 ドローンを利用した離院初動捜索～山頂にある精神科病院離院対策～

東京都 病院
患者情報連携ソリューション導入による業務の効率化―病棟と内視鏡センターの連携

―

沖縄県 病院 AI 問診(Ubie)を活用した外来問診業務効率化

３．AI・ICT等技術の活用（16件）

施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル
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施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル

東京都
訪問看護ステー

ション
「情報へのアクセシビリティで業務効率化と心理的安全性を促進する」

東京都 病院
スマートフォンを活用した妊婦への説明と情報提供―業務の効率化と利便性の向上を

めざして―

埼玉県 病院
業務量調査から見えた業務負担とその改善策―チーム活動を円滑にする通信機器の活

用―

東京都 病院 離職率改善プロジェクト＿風通しの良い明るい太陽病院を目指して

大阪府 病院 市全体で取り組む医療的ケア児への支援―市立病院の立場から―

青森県 病院 安全に静脈注射を実施するための教育の取り組み

栃木県 病院 テンプレート活用で看護記録の統一と効率化を目指す

福岡県 病院 介護福祉士のリリーフ体制構築による適正な人員配置の実現

福井県 病院 新興感染症に対応可能な看護体制の構築―SUB ICN を導入して―

兵庫県 病院 所属部署を越えた計画的な応援の整備

施設所在地

都道府県
施設種別 タイトル

４．その他の工夫（7件）
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